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概 要 

1 （学術論文） 単著 2007 年 3 月 日本建築学会中国 東広島市黒瀬町における伝統的木造住宅「居蔵 
 東広島市黒瀬町における居   支部研究報告集、  造り住宅」を、空中写真分析から建物分布と建築 
 蔵造り住宅に関する調査研究   第 30 巻 時期を検討した。（総ページ数：4 頁） 
 （その１）建物分布と建築時期     

 について《筆頭論文》     

2 （著書） 

廿日市市厳島伝統的建造物

群保存対策調査報告書 

共著 2007 年 3 月 廿日市市教育委員

会 

厳島の門前町における伝統的建造物群保存対 

策調査結果を報告した。（総ページ数：218 頁） 

（西山徳明、生田光晴、宮本雅明、藤田盟児、砂

本文彦、花岡拓郎、橋本清勇、宇高雄志、上村

信行、吉田倫子）担当部分の概要：建物調査報

告部分（第 3 章 3.3) 

3 (学術論文） 共著 2007 年 8 月 日本建築学会 2007 東広島市黒瀬町における伝統的木造住宅「居蔵 
 東広島市黒瀬町における居   年度大会学術講演 造り住宅」の居住者を対象としたアンケート調査 
 蔵造り住宅に関する調査研究   梗概集、F-1 結果から、居住者による建物の維持管理行為と 
 （その２）居住者の維持管理行    継承意識について考察した。（ 総ページ数： 2 
 為と継承意識《筆頭論文》    頁）（橋本清勇・村上ひとみ）担当部分の概要：共 

     同研究につき本人担当部分抽出不可能 

4 (学術論文） 共著 2007 年 8 月 日本建築学会 2007 東広島市黒瀬町における伝統的木造住宅「居蔵 
 東広島市黒瀬町における居   年度大会学術講演 造り住宅」の居住者を対象としたアンケート調査 
 蔵造り住宅に関する調査研究   梗概集、F-1 結果から、居住者による建物の維持管理行為 
 （その３）住まいの手帖点検手    に、新たに開発した家歴記録「住まいの手帖」が 
 法の提案と広島県黒瀬町での    どの程度効果があるかについて考察した。（総ペ 

 試行結果    ージ数：2   頁）（村上ひとみ・橋本清勇）担当部分 
     の概要：共同研究につき本人担当部分抽出不 

     可能 

5 （学術論文） 共著 2008 年 3 月 日本建築学会中国 呉市中央地区における商店街空間を調査対象 
 呉市中央地区を事例とした商   支部研究報告集、  として、商店街来訪者の属性と来訪行動、特に 
 店街空間のデザイン手法に関   第 31 巻 自転車利用実態について、現地調査とアンケー 
 する研究 その１：来訪者属    ト調査から分析を行い明らかにした。（総ページ 
 性と自転車利用実態に関する    数：4 頁）（橋本清勇・山本剛志・石倉光宏・住吉 
 調査研究《筆頭論文》    祐輔・藤ノ木健二）担当部分の概要：共同研究に 

     つき本人担当部分抽出不可能 

6 （学術論文） 共著 2008 年 3 月 日本建築学会中国 呉市中央地区における商店街空間を調査対象 
 呉市中央地区を事例とした商   支部研究報告集、  として、商店街来訪者の属性と来訪行動、特に 
 店街空間のデザイン手法に関   第 31 巻 自転車利用実態について、現地調査とアンケー 
 する研究   その 2：商店街利    ト調査から分析を行い明らかにした。（総ページ 
 用者の空間認知に関する考    数：4 頁）（山本剛志・橋本清勇・石倉光宏・住吉 
 察    祐輔・藤ノ木健二）担当部分の概要：共同研究に 

     つき本人担当部分抽出不可能 

7 （学術論文） 共著 2008 年 8 月 日本建築学会 2008 東広島市黒瀬町における伝統的木造住宅「居蔵 
 東広島市黒瀬町における居   年度大会学術講演 造り住宅」の居住者を対象としたアンケート調査 
 蔵造り住宅に関する調査研究   梗概集、 査読無、  結果から、居住者による建物の維持管理行為 
 （その４） 住宅保全意識、点   F-1 に、新たに開発した家歴記録「住まいの手帖」を 

 検行動と損傷状態の関係    用いた建物点検行動と、居住者の住宅保全意 
     識との関係性について考察した。（総ページ数： 
     2 頁）（村上ひとみ・橋本清勇） 
     担当部分の概要：共同研究につき本人担当部 

     分抽出不可能 
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